日本言語政策学会　発表予稿集執筆要領





氏名1(所属)　氏名2(所属)

１．はじめに
　発表予稿集の執筆要領を以下に示します。この要領は予稿集全体の体裁を整えるため、発表原稿の執筆者間でご協力いただくことを目的として提示するものです。この執筆要領自体、以下に述べる原則に従って書かれています。
２．構成
マイクロソフトワード（98以降）ファイルで、大会委員会あてにメール添付によって申込を行ってください。メールのタイトルは「JALP2011/大会/発表原稿:氏名」とします。宛先はjalp.taikai@gmail.comです。
事情があってメール応募が難しい場合に限り、郵送による投稿を認めます。その場合は封筒に「JALP200○/大会/発表応募原稿」と朱書き、原稿のプリントアウト版３部をお送りください。宛名は以下のとおりです。
〒277-8686　千葉県柏市光が丘2-1-1
　　　　　麗澤大学外国語学部
山川和彦研究室
日本言語政策学会事務局 宛
執筆用の言語は原則として日本語とします。以下、日本語で執筆する場合を例にとって説明します。採択された発表原稿は、予稿集では見開きでそのまま印刷されますので、ここで述べる注意事項にはご配慮ください。
◎上限字数は、タイトルなどすべてを含めて3、500字以内とします。
◎執筆言語が日本語の場合、B5用紙縦置き横書き、33字×37行で３枚以内です。
◎ページ数は印字しないでください。
◎マージンは上25mm、下28mm、左右23mmとします。
３．タイトル部
タイトル部には、タイトル、発表者氏名、(　)内に所属を記してください。
◎　フォント
· タイトル：MSゴシック体14 ポイントで中央揃え。
· 氏名(所属)：MS明朝体10.5 ポイントで右詰め。
· タイトルと氏名(所属)の間は行を空けず、氏名(所属)と本文の間は１行空け。
４. 本文
◎　フォント：MS明朝体10.5ポイント。英数字も同様にお願いします。ワードの初期設定では、英数字はcenturyになっているので注意してください。他の言語を使用する場合、フォントは発表者の自由ですが、できるだけ一般的なものをお使いください。
◎　章分け
章は「１.」「２.」(全角)とし、その下のセクションについては「1.1」「1.2」(半角)のように数字をピリオドで区切ってください。 

◎　句読点
句読点モードはテン「、」とマル「。」に設定してください。
◎　注
「末尾注」とし、通し番号を1）、2）・・・のように、片パーレンで囲みます。注のフォント：MS明朝体9ポイント。
◎　内容：発表予稿では、問題の所在、先行研究との関連、問題解決の方法、結論の明示を旨としてください。「発表では～について述べる」のように、発表の予告だけを宣言し、発表内容の提示を当日まで回避することは慎んでください。
５．文献 

文献リストは本文と注の次に配置します。日本語と、その他の文字で書かれた文献とは、使用文字ごとに1行あけて別々に提示してください。著者名を、日本語の文献は50音順で、英語などラテン字母で書かれた文献はすべて英語のアルファベット順に従って、それぞれ配列します。それ以外の文字で書かれた文献の著者名配列および書式は、当該言語で一般化しているものに従います。
◎　タイトルを｢参考文献｣とし、フォントはMSゴシック体11ポイントに指定してください。ただし、文献の著者名ならびに書名は、本文と同じくMS明朝体10.5ポイントです。
◎　日本語で書かれた文献では、単行本と掲載誌のタイトルだけを『』で囲んでください。また、論文のタイトルはテンで区切って、掲載誌のページを明記してください。
◎　英語などアルファベットで書かれた文献では、単行本と掲載誌のタイトルだけをイタリック体に指定してください。また、論文のタイトルはコンマで区切って、掲載誌のページを明記してください。
６．連絡先
  発表原稿末尾には筆頭執筆者の連絡先(氏名、住所、e-mailアドレス)を記してください。勤務先でも自宅でも連絡に都合のよい方で結構です。予稿集への連絡先掲載は任意ですが、応募段階では必ず記載しておいてください。掲載を希望しない場合は「（掲載希望せず）」と記してください。
◎　タイトルを｢連絡先｣とし、MSゴシック体11ポイントに指定してください。
注（本文の後に入れてください）
 　1）……
　 2) ……
文献（注の次に入れてください；以下は例であって実在しません）
桜　咲代 (1998) 『言語政策におけるロゴスとパトス』みのわ書房
森林太郎 (2001) 言語権とシベリアの少数民族、『シベリア言語文化研究』4巻2号、pp.21-39

Fischermann、 I. ed. (1968) Readings in Language Planning. New York: Mutton.

Lupin、A. (1968) Multilingualism in Uruguay、In Fischermann ed. (1968) pp.512-530.

 連絡先 桜　咲代 〒000-0000 ××市××町1-1-1××大学××学部


sakuyo@sakura.ac.jp　（掲載希望せず）
 注意　発表当日に別途ハンドアウトを配布する場合、発表者の責任においてコピー30部を用意し、発表当日の朝、大会開始30分前には大会係に手渡してください。その場合も、予稿集に掲載される発表原稿は必ず、提出してください。
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